
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
● 北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業監視円卓会議（第１５回）について 
 
 
 
 
 
 

 
 
【会議の概要】 
〈 施設見学 〉 
 会議に先立って、ＪＥＳＣＯ職員の説明を受けながら、ＰＣ 
Ｂ処理情報センター及びＰＣＢ廃棄物処理施設を見学しました。 
 

〈 議   事 〉 
１ 第１４回監視円卓会議議事録について 

平成２１年３月２６日に開催した第１４回監視円卓会議の 

議事録が承認されました。 

 

２ 北海道事業の進捗状況等について（ＪＥＳＣＯ） 

施設の稼動状況、北海道増設事業に関する取組の経緯、浄 

化槽処理水の放流停止、緊急事態発生時における連絡・公表 

区分の考え方などについて説明がありました。 

 

３ その他 

  事務局から、北海道ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理事業に 

係る環境モニタリング計画やＪＥＳＣＯに対する立入検査実 

施状況について、ＪＥＳＣＯから、運転員に対する安全教育 

プログラムなどについて、報告を行いました。 

北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業 
監視円卓会議だより 第１５号 

平成２１年７月 

日本環境安全事業㈱（ＪＥＳＣＯ）が昨年５月に北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業の操業を開

始し、１年が経過しました。北海道及び室蘭市では、処理事業が安全、確実かつ適正に行わ

れることを目的として、処理施設の整備や操業、情報公開の監視などを行う『北海道ＰＣＢ

廃棄物処理事業監視円卓会議』を設置しています。 

 今回は、６月４日に開催された第１５回監視円卓会議の内容を中心に、施設の稼動状況や

事業の経過などについて、お知らせします。 

平成２１年６月４日（木）午後２時３０分より、ＰＣＢ処理情報センター（室蘭市御崎町１－９）

において、第１５回監視円卓会議を開催しました。 

   会議には、学識経験者３名、団体委員５名、公募委員５名の計１３名の委員のほか、オブザーバー

 として、環境省、伊達市、登別市、ＪＥＳＣＯなど関係者が出席し、事業の進捗状況等について報告

 を行い、それらに関する意見交換が行われました。また、会議に先立ち、委員による施設見学を行い

 ました。 

【施設見学の様子】 

【円卓会議の様子】 



● 主な報告事項等の内容  
■ 処理施設の稼動状況について（平成２０年度実績） 

◆ＰＣＢ廃棄物の受入・処理状況 

※１ ＰＣＢ油類はドラム缶の本数  ※２ 処理状況は抜油ベース（カッコ内は平成２０年度の計画数値） 
 

 ◆ＰＣＢの液処理量 ６４，９７０㎏ 
 
 ◆払出物の状況 
 【有価物】                        【廃棄物】（焼却処理） 

 
 
 
 
 
 
 
  

 ◆道外からのブロック別受入台数 
ブロック名 トランス類（台） コンデンサ類（台） ＰＣＢ油類（本） 

北東北（青森、岩手、秋田）    ４６    １５３     ０ 
南東北（宮城、山形、福島）     ４    ２０７     ０ 
甲信越（新潟、山梨、長野）     ０    １３６     ０ 
北 陸（富山、石川、福井）    １５    ３６１     ０ 
北関東（茨城、栃木、群馬）     １    ２８３     ０ 

合   計    ６６  １，１４０     ０ 
 

■ 浄化槽処理水の放流停止等について 
 事業所内から出る生活排水を処理する浄化槽処理水の水質が悪化し、３月１７日に採水した処理水の水質分析結果
が、北海道、室蘭市及びＪＥＳＣＯの３者により締結した環境保全協定で定める排出管理目標値に近い値となりまし
た。ＪＥＳＣＯでは水質改善対策を実施してきましたが、改善が見られないことから、４月３０日に浄化槽処理水の
放流を停止し、５月１２日に不活性化した浄化槽汚泥の引抜きを実施した後、北海道及び室蘭市に報告を行いました。 

原  因 ・浄化槽内に空気を送り込むブロワが停止していたこと（１月７日保守点検時に確認） 
・ブロワ停止が冬期間であり、微生物の活動が停滞、浄化槽内に不活性化した汚泥が沈殿したこと

水質測定 
結  果 

３月１７日に採水した浄化槽放流水の水質測定結果 ※（ ）内の数値は、排出管理目標値 
・ＢＯＤ１７㎎/㍑（２０㎎/㍑）・全窒素５６㎎/㍑（６０㎎/㍑）・全リン６．８㎎/㍑（８㎎/㍑） 

今 後 の 
対 応 

水質の改善が確認できるまで放流せず、室蘭市のし尿前処理施設に搬入。浄化槽による処理状況が

良好に安定にした段階で放流を再開する。 
再発防止 
対  策 

・２ヶ月に１回実施していた保守点検会社による保守点検頻度を毎月１回以上とする。 
・日常巡視点検において浄化槽の運転状況を確認する。 
・保守点検会社に対し、保守点検内容について浄化槽メーカーから再教育を受けるよう要請する。

・冬期間に備え、浄化槽内を保温するための改善策を検討し、今秋までに対策を実施する。  
■ 全国各事業の処理実績について 

ＪＥＳＣＯでは、北海道事業所を含め全国５箇所でＰＣＢ廃棄物処理を行っており、平成２０年度末現在で、試運
転期間中を含め、全国で処理したＰＣＢ廃棄物の台数は下表のとおりとなっています。 
◆各事業の処理実績（～平成２０年度、試運転分含む） 

事 業 名 トランス類（台） コンデンサ類（台） ＰＣＢ油類（本） ＰＣＢ分解量（ｔ）

北九州（Ｈ１６～）     ９２０   ４，７１２     １４２   ２７６．７ 
豊 田（Ｈ１７～）     ６２１   ８，９１５      ７９   ３９６．６ 
東 京（Ｈ１７～）     ４３９   ３，４４０     ３７６   ２６６．９ 
大 阪（Ｈ１８～）  ６５５ １１，９５２     １９２   ３８１．５ 
北海道（Ｈ２０～）     １５７   ２，０４６      ７０    ７６．６ 

合  計  ２，７９２ ３１，０６５     ８５９ １，３９８．２ 
  ※北海道事業におけるＰＣＢ廃棄物を用いた試運転は平成１９年度（平成２０年１～３月）に行われました。 
  ※処理実績は中間処理完了時点のものです。 

トランス類（台） コンデンサ類（台） PCB油類（本）※１ 合   計 
道内 道外 道内 道外 道内 道外 道内 道外 

受入状況   １０８ ６６ １，１６０ １，１４０   ２４ － １，２９２ １，２０６

処理状況※２   １５７（４８４） ２，１１６（５，６５６）     ２３（０） ２，２９６（６，１４０）

払出物 払出量(㎏) 利用方法

銅  １０，１２６ 再生利用

アルミニウム   ２，８６８   〃 
碍子 ８，１４７   〃 
複雑金属  １３，９０１   〃 
鉄 ７３，４２２   〃 
処理済油 ３２５，４５６ 燃料利用

払出物 払出量(㎏) 
素子 ３３，５６３ 
紙・木・プレスボード   ６，０６３ 
廃ＴＣＢ １９，０９７ 
廃アルカリ ７１３，２１１ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

● 委員からの主な質問と意見 
 

◎ 増設事業について 

（質問）委員 
 増設事業については、市民も一応了承していた。入札・契

約後に土地の借用などの問題があり再構築が必要と言われ

ても分かりにくい。施設規模の見直しもありうるなど、ずさ

んな計画だったのでは。 
（回答）ＪＥＳＣＯ 
 土地の借用については、市から地権者に対し協力を要請し

てもらうことになっている。入札結果が市の受入条件に適合

しておらず、市は市民に説明できないと判断した。 
施設規模は発注段階の最新データを元にしている。いわゆ

るその他物について、平成１５年度で約４，５００ｔだった

が、平成１６年度で汚染土壌を含む汚泥が約１３，０００ｔ

増えるなど時期により変更がありうる。 
（質問）委員 

総量が毎年変動するのであれば、処理期限が決められて

いる中で、どうするのか。 
（回答）ＪＥＳＣＯ 
 汚染土壌にＰＣＢが含まれている場合は、行政指導などに

より、ドラム缶で保管される。それが法律に基づく届出とな

り、量として増えることになる。汚染土壌はこれからも増加

する可能性があり、その処理方法については、現在議論中。

（意見）委員 
保管状況が悪いものや報告義務がなされていないものが

あるのではないか。国の責任において整理すべきであり、都

道府県と一体となって体制をつくってほしい。 
（意見）委員 

１日も早く安全な施設を作ってほしい。いろいろと問題

があり、増設工事は本当に大丈夫かと思う。説明も分かりに

くい。 
（質問）委員 

当初施設も本当に安全だとは言えないのでは。初めての

施設を作るときには、本当に安全かどうかはやってみなけれ

ば分からない。市の言うことが分かりにくい。 
（回答）室蘭市 
 ＰＣＢ処理は国の負の遺産を処理するものであり、国に対

して、市民の安全・安心が大事だと伝えている。 
 当初のときも北九州では先に処理を行っており、先行事業

の知見が生かされている。増設事業についても同様に先行事

業の知見が必要だと考えている。また、高い技術を持つ地元

の企業と連携し、一体となった事業とすることにより、責任

体制ができる。 
市民により安全だと説明できるよう、これからも国やＪＥ

ＳＣＯと協議をしていく。 

（意見）委員長 
 ＰＣＢ汚染物は今の施設では処理できないことから、

増設事業は必要。ＪＥＳＣＯ、国、市で十分協議し、条

件がクリアされるよう努力していただきたい。情報提供

についても、報道にも協力してもらい、適宜行うこと。
 
◎ 浄化槽処理水の放流停止等について 

（質問）委員 
施設の建設に当たって、市から事故やトラブルはない

と説明を受けている。今回の件について大変心配してい

る。土・日の事故対応の体制はどうなっているのか。 
（回答）ＪＥＳＣＯ 
 ＰＣＢが漏洩しないよう万全の体制をとっているほ

か、土・日も運転会社の職員が交代で勤務している。 
（質問）委員 
ブロワが停止したとのことだが、アラームなどで監視

していないのか。 
（回答）ＪＥＳＣＯ 
モーターの停止であれば信号が送られてくるが、今回

の原因であるベルトのゆるみについては、特になかった。

（質問）委員長 
浄化槽の保守点検はどのように行っていたか。 

（回答）ＪＥＳＣＯ 
 市内の業者に委託。浄化槽法では３ヶ月に１回以上の

保守点検が義務付けられており、２ヶ月に１回の保守点

検としていた。今後は、月１回以上にするとともに日常

点検を行う。 
（質問）委員 
浄化槽では何を処理しているのか。卒業判定を行う分

析室からの排水はどうしているのか。 
（回答）ＪＥＳＣＯ 
浄化槽では職員のトイレや作業服の洗濯、手洗い水な

どの生活排水を処理している。分析室からの排水は廃ア

ルカリとして別途処理を行っている。 

（意見）委員長 
今回の件は、区分Ⅱ※に相当するのでは。それに応じ

た公表も説明もなく、約束違反であると考える。連絡・

公表区分の判断について道・市と協議し整理すること。
 

◎ その他 

（質問）委員 
昨年１１月青蘭フェリーが廃止になった。道外からの

収集運搬についてどのように考えているか。 
（回答）ＪＥＳＣＯ 
 現在はＪＲがメイン。フェリーは４月から青函航路が

利用されている。幅広い輸送機関の確保のためにも室蘭

航路についても復活すればよいと考えている。 

※区分Ⅱ：環境保全協定に基づく排出管理目標値を超過又は超過するおそ

れが生じた場合、関係機関に速やかに連絡。原則としてプレス発表 



 

● 北海道事業の進捗状況について（最新の話題など） 
■ 北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業監視円卓会議委員の改選（平成２１年４月） 

 ３月３１日をもって、第２期の監視円卓会議委員の任期が終了したことから、委員を改選しました。新しい委員は
次のとおりで、任期は平成２３年３月３１日までとなっています。 
 
北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業監視円卓会議委員（敬称略） ※６月４日現在 
●学識経験者（３名）                          ●公募委員（５名） 

    齋藤  健 （北海道大学大学院保健科学研究院教授）            黒川 多美子 
   ◎眞柄 泰基（北海道大学環境ﾅﾉ･ﾊﾞｲｵ工学研究センター 客員教授）      橋本 忠雄 
   ○吉田 英樹（室蘭工業大学建設システム工学科 講師）           山形 公之 
                                        吉田 隆男 

●関係団体（７名）                             和歌 宏晏 
    一戸 鉄男（室蘭漁業共同組合 副組合長理事） 
    熊谷 富雄（室蘭市連合町会協議会 会長） 
    時田 昭子（室蘭市女性団体連絡協議会 会長） 
    中村 明海（室蘭商工会議所 副会頭） 
    西畑 常夫（環境ネットむろらん 代表） 
    西原 洋一（ＰＣＢ処理の安全性を考える会 共同代表） 
    藤当  満 （特定非営利活動法人室蘭地域再生工場 理事長） 

 

■ 北海道ＰＣＢ廃棄物処理事業の経過（平成２１年３月２６日以降） 

○３月３１日 北海道事業所の見学者が３，５００人を突破 
 
 ○４月１７日 フェリーを利用した道外廃棄物の搬入再開 
   昨年１１月の青森－室蘭間のフェリー航路廃止に伴い、道外からの廃棄物の輸送はＪＲのみの利用となっていま

したが、道南自動車フェリー「びなす号」と「びるご号」が青森－函館間において、国土交通省東北運輸局青森運

輸支局からＰＣＢ廃棄物輸送に係る特別措置について許可を受けたことから、海上輸送が再開されました。 
 
 ○４月２７日 ＪＥＳＣＯ社長が室蘭市長を訪問 
   昨年３月に入札・契約が行われた北海道増設事業について、ＪＥＳＣＯが現契約に基づく事業の実施を凍結し、

関係者と十分意思疎通を図りつつ、事業実施体制等の検討を行うことを説明しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                         

◆ＰＣＢ廃棄物処理事業に関するお問合せ  
 日本環境安全事業株式会社 北海道事業所 
 〒050-0087 室蘭市仲町１４番地７ 
 ＴＥＬ：0143-22-3111  ＦＡＸ：0143-22-3001    

http://www.jesconet.co.jp/ 

◆ＰＣＢ廃棄物処理事業監視円卓会議に関するお問合せ 
 北海道環境生活部環境局循環型社会推進課 
  〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目 
  ＴＥＬ：011-231-4111(内24-312)、011-204-5196(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) ＦＡＸ：011-232-4970 

E-mail：kansei.kanhai1@pref.hokkaido.lg.jp 
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/jss/index.htm 

室蘭市生活環境部リサイクル清掃課  
  〒051-0001 室蘭市御崎町１丁目７５番７号 
  ＴＥＬ：0143-22-2861 ＦＡＸ：0143-22-7148  E-mail：haikibutsu@city.muroran.lg.jp 
    http://www.city.muroran.lg.jp/main/index.php 

 

※「円卓会議だより」や円卓会議の会議資料は、北海道のホームページでご覧いただけます。 
また、この「円卓会議だより」は、室蘭市の各サービスセンターでも配布しています。 

◎ 委員長 
○ 副委員長 


